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の
交
付
金
な
ど
で
前
年
度
と
比
べ
七
三
・

九
％
増
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

歳
入
は
大
き
く
分
け
て
自
主
財
源
と
依

存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財
源
と
は
市

が
独
自
に
調
達
で
き
る
収
入
の
こ
と
で
、

市
税
や
、
繰
入
金
、
使
用
料
や
手
数
料
な

ど
の
こ
と
で
す
。

一
方
、
依
存
財
源
と
は
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
収
入
の
こ
と
で
、
地
方
交
付
税

や
、
国
・
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
が
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
。
自
主
財
源
の
割
合
が
多

い
ほ
ど
、
財
政
に
市
の
自
主
性
と
安
定
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

市
の
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
の
は
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
の
市
税
で
、
五
三
億
六
一
五
七

万
円
で
、
収
入
の
二
九
・
六
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
税
と
並
ん
で
大
き
な
割
合
を

占
め
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。
地
方
交

付
税
は
国
が
徴
収
し
た
税
の
一
部
を
、
市

や
町
が
等
し
く
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
、
使
途
を
限
定
せ
ず
に
一
定
の
割
合

で
交
付
さ
れ
る
交
付
金
で
す
。
こ
れ
は
四

五
億
一
四
四
九
万
円
で
二
四
・
九
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
般
の
景
気
悪
化

の
影
響
か
ら
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
が

減
収
に
な
っ
た
こ
と
や
、
繰
入
金
が
減
額

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
自
主
財
源

の
割
合
は
三
八
・
九
％
、
依
存
財
源
が
六

一
・
一
％
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
自
主

財
源
比
率
は
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

お
り
、
市
の
財
政
状
況
は
自
主
財
源
力
が

低
下
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

市
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
な
ど
八
つ
の
特
別
会
計

と
、
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事
業
会

計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
地
方
公

共
団
体
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
は
区
別
し
て
経
理
し
て
い
る

会
計
で
す
。
平
成
二
十
年
度
の
決
算
額
は

下
記
の
通
り
で
、
す
べ
て
の
会
計
で
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
公
営
企
業
会
計
と
は
、
使
用
料

な
ど
の
事
業
収
入
で
経
費
を
ま
か
な
う
、

独
立
採
算
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
会
計

で
す
。
こ
れ
に
あ
た
る
水
道
事
業
会
計
の

収
支
差
し
引
き
は
、
収
益
的
収
支
で
黒
字
、

資
本
的
収
支
で
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

▲まちおこしセンター　津屋崎千軒なごみ

56億3,336万3千円
56億2,035万3千円
5億7,628万9千円
5億5,542万5千円
6億4,092万5千円
6億3,526万4千円
31億8,584万6千円
30億7,014万9千円

1,806万8千円
1,382万9千円
524万3千円
411万1千円

26億1,555万4千円
25億2,326万円
8,150万9千円
7,385万5千円
4,107万9千円
3,312万9千円

10億8,868万5,986円
9億5,231万6,066円
1億3,636万9,920円
1億2,615万7,791円
4億7,771万4,449円

△3億5,155万6,658円

収益的収入
収益的支出
差　　　引
資本的収入
資本的支出
差　　　引

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

国民健康保険事業

老人保健

後期高齢者医療事業

本木簡易水道事業

公共下水道事業

地域し尿処理施設事業

住宅新築資金等貸付事業

介護保険事業
（保険事業勘定）
介護保険事業

（サービス事業勘定）

特別会計  決算額

水道事業 会計

区　分 決算額

区　分 決算額

一般会計

項   目

歳   入

歳   出

差   引

金   額

181億2,271万4千円

177億   556万1千円

    4億1,715万3千円

対前年度比

 8.2%

 7.6%

41.4%

一
般
会
計
ベ
ー
ス
で
は
歳
入
が
一
八
一

億
二
二
七
一
万
円
、
歳
出
が
一
七
七
億
五

五
六
万
円
で
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
額
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
費

用
、
四
〇
五
三
万
円
を
差
し
引
い
た
額
を

実
質
収
支
と
い
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
度

の
一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
は
三
億
七
六

六
二
万
円
で
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
歳
入
は
前
年
度
に
比

べ
八
・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要

因
と
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
、

市
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
へ

歳 入
181億2,271万
4千円

市税
53億6,157万2千円

29.6% 

市債
20億6,264万
6千円 
11.4%

地方交付税
 45億1,448万6千円 

24.9%

9億198万
1千円 
5.0% 依存財源

その他
依存財源
その他

3億
6,903万
1千円
2.0%

8億
9,064万
2千円 
4.9%

繰入金繰入金繰入金

2億9,495万
7千円 
1.6%

繰越金繰越金
自主財源
その他

10億2,237万
2千円 5.7% 災害復旧事業費

2,320万円  0.1%

維持補修費 貸付金
投資および出資金
2億6,500万8千円
1.5%

議会費
労働費
農林水産業費
商工費
消防費
災害復旧費

国庫支出金
27億502万
7千円 
14.9%

県支出金

民生費
50億976万6千円 

28.3%

衛生費
20億6,777万
5千円 
11.7%

衛生費
20億6,777万
5千円 
11.7%

土木費
36億9,659万1千円 

20.9%

教育費
16億5,666万1千円 

9.4%

教育費
16億5,666万1千円 

9.4%

総務費
23億4,723万
6千円 
13.2%

公債費
16億7,442万
6千円 
9.5%

公債費
16億7,442万
6千円 
9.5%

その他
12億5,310万
6千円 
7.0%

その他
12億5,310万
6千円 
7.0%

歳 出
（目的別）
177億556万
1千円

人件費
28億1,593万1千円 

15.8%

扶助費
25億2,278万6千円 

14.2%

公債費
16億9,607万5千円 

9.5%

公債費
16億9,607万5千円 

9.5%
普通建設事業費
33億6,535万円 

18.9%

物件費
23億569万8千円

13.0%

積立金
5億5,330万
7千円 3.1%

繰出金
21億8,573万8千円 

12.3%

補助費など
20億6,845万2千円 

11.6%

補助費など
20億6,845万2千円 

11.6%

歳 出
（性質別）
178億154万
5千円

一般会計  歳 入一般会計 歳出（目的別）普通会計 歳出（性質別）

※歳出（性質別）には地域し尿
処理施設事業特別会計と住
宅新築資金等貸付事業特別
会計も含んでいます。

一
般
会
計
の
全
体
収
支

一
般
会
計
の
歳
入
は

前
年
度
比
八
・
二
％
増
加

特
別
会
計
決
算

決 算 報 告平成 20年度

平成20年度

決
算
は
年
度
始
ま
り
の
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
含
め
て
、市
に
ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ

り
、ま
た
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
数
字
で
表

し
た
も
の
で
す
。今
回
は
平
成
二
十
年
度
決
算
に
つい
て
の
お
知
ら

せ
と
平
成
二
十
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
り
ま
す
。
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平成２０年度の

主な事業

郷づくり推進事業

コミュニティビジネス事業

住みよいまちづくり推進企画活動補助金

郷育カレッジ講座運営事業

古墳公園建設事業

ふくつ自然塾事業

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）推進事業

少人数学級設置事業

小学校給食施設整備事業

子育て支援センター運営事業

市立保育所運営事業（施設耐震補強事業）

防災行政無線整備事業

障害者自立支援事業

食育推進事業

男女共同参画推進事業

決算額（千円）

2,570万9千円

25万2千円

884万8千円

275万2千円

3,009万8千円

49万4千円

268万3千円

839万1千円

3億2,875万9千円

665万5千円

2,486万1千円

1億2,854万5千円

3億8,536万1千円

305万9千円

141万6千円

主な事業

西郷川リバース事業

「エコショップ」認定推進事業

地域交通体系事業

福間駅東土地区画整理事業

ＪＲ福間駅自由通路整備事業

ＪＲ福間駅前広場整備事業

津屋崎千軒通り活性化事業

福祉のまちづくり事業

公園リフレッシュ事業

県営ため池整備事業負担金

観光基本計画策定事業

福津ブランド推進事業

国際交流事業

行政経営推進事業

決算額（千円）

3億4,286万1千円

11万7千円

3,833万5千円

4億2,650万円

4億6,603万円

4億4,911万9千円

2億784万9千円

1,120万5千円

157万5千円

2,471万7千円

230万7千円

654万4千円

128万8千円

82万6千円

主 な 事 業

掘
調
査
を
実
施
し
、
併
せ
て
用
地
購
入
を

行
い
ま
し
た
。

市
立
保
育
所
施
設
耐
震
化
補
強
事
業

平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
調
査

結
果
に
基
づ
き
、木
造
の
福
間
・
東
福
間
・

花
見
の
各
保
育
所
に
つ
い
て
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
、安
全
で
安
心
な
保
育
環
境

の
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
交
通
体
系
事
業

平
成
十
九
年
度
に
策
定
し
た
「
福
津
市

地
域
交
通
体
系
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

交
通
の
現
状
と
課
題
お
よ
び
社
会
環
境
の

変
化
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
市
内
の
五

路
線
に
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
を
運
行
さ
せ
、

併
せ
て
持
続
可
能
な
ル
ー
ト
・
仕
組
み
づ

く
り
を
構
築
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

前
年
度
に
引
き
続
き
、
地
震
、
台
風
、

豪
雨
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
い
ち
早
く

避
難
や
警
戒
情
報
を
伝
え
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
を
整
備
し
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
度
に
実
施
し
た
電
波
伝
播
調
査
や
シ
ス

テ
ム
設
計
を
踏
ま
え
、
屋
外
拡
声
子
局
の

設
置
工
事
や
、
親
局
・
遠
隔
制
御
局
・
戸

別
受
信
機
な
ど
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

津
屋
崎
千
軒
通
り
活
性
化
事
業

市
の
観
光
拠
点
で
あ
る
津
屋
崎
千
軒
周

辺
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
前
年
度

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
策
定
し
た

基
本
計
画
を
基
に
、
観
光
拠
点
と
し
て

「
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
」
を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
津
屋
崎
千
軒
民
俗
館
「
藍
の
家
」

を
観
光
の
重
要
拠
点
と
位
置
づ
け
、
藍
の

家
の
土
地
を
購
入
し
ま
し
た
。

福
津
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

市
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
九
州
大
学
と
の
共
同
研
究
で

「
福
津
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
（
案
）」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
モ
ノ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
し
て
商
工
会
と
連
携
し
「
福
津

の
極
み
」
の
開
発
を
手
掛
け
ま
し
た
。
ま

た
、
風
景
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て
前
年
度

に
選
定
し
た
「
福
津
三
十
六
景
」
に
お
い

て
絵
は
が
き
を
作
成
し
、
三
十
六
景
め
ぐ

り
が
で
き
る
よ
う
に
サ
イ
ン
の
設
置
を
行

い
ま
し
た
。

行
政
経
営
の
推
進

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
の
無
駄

を
減
ら
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
た
行

政
経
営
を
目
指
す
た
め
、
市
が
行
っ
て
い

る
全
事
務
事
業
を
振
り
返
り
、
点
検
・
評

価
す
る
事
務
事
業
評
価
を
本
格
導
入
し
、

全
七
百
七
十
事
業
の
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
行
政
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、

事
務
事
業
評
価
結
果
や
関
係
資
料
を
基

に
、
市
民
の
目
線
で
外
部
評
価
を
実
施
し
、

事
業
の
改
善
な
ど
に
向
け
た
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市にどれだけ自由に使えるお金があるかを見る
指標に経常収支比率があります。これは毎年決ま
って入ってくるお金（経常的な収入）が、給与や市
債の返済などの毎年決まって支払うお金（経常的
な支出）にどれだけ使われているかの割合を示す
ものです。

経常収支比率
＝経常的な支出に使った経常的な収入÷

経常的な収入の総額×１００％

平成２０年度の経常収支比率は９１．３％で、
前年度に比べ０．４ポイント改善しました。利率
の高い市債を繰り上げて返済したことが主な要
因です。

市の財政が豊かであるかどうかを判断する指標
に財政力指数があります。これは、市税などの標準
的な収入で合理的に行政を行った場合にかかる費
用をどれだけまかなえるかを表し、過去３年間の
平均数値を使います。この数字が「１」に近いほど
財政力が豊かであるといえます。

財政力指数
＝基準財政収入額÷基準財政需要額

（合理的に行政を行うのに必要な額）

平成２０年度は０．５９８％で前年度に比べ
０．０３ポイント改善しましたが、目標の１には程
遠い状況です。

借金（起債）の返済に充てるお金(元金・利子償還
額)が、標準的な収入に対しどれだけの割合があ
るかをみるものに、起債制限比率があります。こ
の比率が２０％以上になると起債の発行が制限
されます。

また、公営企業などの借金も加えた実質公債費
比率というものがあります。起債も現在は許可制
から協議制へと移行しましたが、この実質公債費比
率が１８％を超えると県知事の許可が必要となり、
公債費負担適正化計画を策定することになります。

平成２０年度の起債制限比率は６．７％で前年度
より０．７ポイントの改善、実質公債費比率は８．８％
で前年度より０．６ポイント改善しました。

問い合わせ 市財政課（福間庁舎）
☎４３・８１１４

平
成
二
十
年
度
の
歳
出
は
前
年
度
に
比

べ
七
・
六
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要

因
と
し
て
は
、
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

や
福
間
駅
周
辺
整
備
に
伴
い
、
土
木
費
が

前
年
度
と
比
べ
五
二
・
三
％
増
加
し
た
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
使
っ
た
主
な
も
の
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

郷
づ
く
り
推
進
事
業

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
上
西
郷
地

区
で
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
八
地
区
す
べ

て
で
体
制
が
整
い
、
活
動
拠
点
と
な
る
事

務
所
に
つ
い
て
も
神
興
、
上
西
郷
地
区
で

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
駐
在
職
員
に

つ
い
て
は
、
津
屋
崎
地
域
に
試
行
配
置
し
、

郷
づ
く
り
支
援
を
行
い
な
が
ら
拠
点
で
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
な
ど
を
検
証
し

ま
し
た
。
ま
た
、
郷
づ
く
り
推
進
事
業
交

付
金
を
八
地
区
に
交
付
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活

動
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
や
福
祉
の
分

野
な
ど
新
た
な
地
域
活
動
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

古
墳
公
園
建
設
事
業

国
指
定
史
跡
で
あ
る
津
屋
崎
古
墳
群
に

つ
い
て
、
歴
史
的
価
値
や
重
要
性
を
再
認

識
し
、
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
満
喫
で
き

る
よ
う
古
墳
公
園
を
整
備
す
る
た
め
、
今

年
度
は
基
礎
資
料
と
し
て
古
墳
周
囲
の
発

①財政の余裕状況をみる指数

②財政力の強さをみる指数

③借金の借入限度の指標

※一般会計歳出（目的別）金額と平成２１年３月末人口55,819人から
算出

市民一人当たりの使い道

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

3,896円

42,051円

89,750円

37,044円

5円

7,038円

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

1,552円

66,225円

9,543円

29,679円

416円

29,997円

▲防災行政無線子局

ま
ち
づ
く
り

か
ら
見
る

決 算 報 告平成 20年度

歳
出
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